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故笠原長壽さんを悼む
染 谷 孝太郎
笠原さんが亡 くな って早1年,昨 年 は私た ちに とって最悪 の年 であ った。今
.でも研究室 の ドアが急に開 くと,に こやかな顔を した笠 原さんが書物を小脇 に
抱えて入 って来 るよ うな錆覚に とらわれ る。 最近,商 学部 では,小 牧正 道,田
中豊喜両先生が亡 くな られ,し か もそれを追 うよ うに笠原 さんが亡 くなられ,
全 くの不幸続 きであ る。3人 ともに商学部長を経験 し,こ れ からの将来 が大い
に約束 され た方 々であ った。
笠原さんは,田 中豊 喜先生が逝去 された とき,そ の霊前 で先生 の遺志 を継 い
でこれ から大いに大学のために,ま た社会 のため に努力す るこ とを誓わ れたに
もかかわ らず,こ うも早 く亡 くな られた ことは残念でな らない。
戦後 の大混乱期 の昭和21年4月に ともに 明治大学に入学 して,そ の後 ともに
商 学部の教員に採用 されたが,笠 原さんはいつ も沈着に して冷静,し か も相手
に対 して思いや りの精 神に満 ちていた ことは誰 もが認め るところであ る。 笠原
さんが第2次 大戦中経理将校 として従軍 していた とき,各 地 を転戦 した後台湾
と九州 の間の東支那海で乗 っていた輸送船が ア メ リカの潜 水艦 に撃沈 されて,
多 くの戦友 たちが波間に沈んだ後少数 の戦友 とともに長時間浮遊 して辛 うじて
助か った話を,私 は同窓生 な どとの懇談会 の席 で何度か聞いた ことがあ った。
私は,笠 原 さん よりも年下であ ったため直接戦争に狩 り出された経験が全 く
なか ったため,一 命にかかわ るそ のよ うな重大な話 を申 し訳 なか った とは思 う
が,過 去 の物語 としていつ もな ん とな く聞い てい た ように思 う。 ところが イギ
リスに留学 中,奈 良女子大 の井上教授にお 目にかか った ときに,同 氏が同 じよ
うな話を していた ので,早 速確かめた ところ,2人 ともに数少い生 き残 りであ
った ことが確認 された。 笠原 さんは,生れつ き冷静 に して沈着 であ ったために,
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そ の とき自らの一命を救 うことが出来たのだ と思 う。
そ のよ うな重大な経 験を してきたためか,昭 和40年頃か ら50年頃にかけて一
連 の学 内外 での大騒動が発生 した とき,ま た学部長に な った ときに も,い かな
る不当な圧力がかか って も断 固はね のけ て正 しい方 向を迫求 した こ とは見事 で
あ った。最後 まで相手に対す る思いや りを忘れなか ったが,不 正に対 してはい
ささか も妥協 しない人 であ った よ うに 思われ る。
今ではあ りえない ことだ と思 うが,笠 原 さんが商学 部の学生時代に約1年 間
北海道 の帯広の高校で教鞭 を執 った ことがあ った。 これは,金 に困 った学生 の
ア ルバ イ トとい うものではけ っしてなか った。 笠原 さんの家はかな り富裕 であ
り,兄 弟 も少 く,経 済 的には苦学 生の真似事な ど一 切行な う必要 がなか った。
それに もかかわ らず,も っと も遠 い北海道を アルバ イ ト先に選んだのは,普 通
の学生が考えてい るよ うに東京の真中で平 々凡 々 として学業に専念す ることを
欲せず,今 まで見芹 こ ともない環境の中に我身をお きなが ら,し か も仕 事を し
なが ら勉強 をす る ことをた えず念願 していた気持 のあ らわれ であ った よ うに思
われ る。
当時,帯 広 の笠 原さんか ら1週 間に1度 は手紙 を もらっていた。 こちらか ら
時 々郵送 した書物や ノー トに関す ることとか,帯 広 の高校 やその周辺に旅行 し
た こととかについて書 き送 ってきた よ うに思 う。 昭和27年3月に印南博吉先生
の下 で保険論の助手にな ってか ら以後 も,そ の筆 まめぶ りは終生変わ らなか っ
た。笠原 さんが留学中に も私が留学中に も,そ して死 の床についてか らも全 く
変わ らなか った。
1つの手紙を書 くのに も考え てやや しば ら くしてか らでない と文 章化す るこ
とが出来 ない のが 普通だが,笠 原さんは手 紙を書 くのに も,論 文を書 くのに も
考えなが らす らす らと書け る能力の持 主であ った と思 う。 笠原さんが亡 くな る
直前,保 険学会理事 長,日 本学術会議委員な どの要職にあ りながら,学 会誌や
業 会誌な どにおけ る論文は1年 間で7本 を こす状態にあ った。たえず 積極的に
行動 しなが ら考え,そ して一定 の結論を模索 しなが ら執筆す るとい う頭脳の持
主 であ った。 また保険学会 や社会政策学会な どにおいて も,さ かんに研究発表
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を行な って,巨 星が燃 えさか る ように最期 まで休む ことな く研究活動を行 な り
ていた。
同窓生や教職員の中には,学 者である笠原 さん よ りも,政 治家や実業家であ
る笠原 さん の方が相応 しか った と考 えていた人がい るか も知れ ないが,私 はや
は り笠 原さんが教育者 であ り研究者 であ って よか ったのだ と考えている。論文
1つを書 くのに も,ま たなにか行動す るのに も,必 要 以上に骨を折 らねば なら
ない私 どもの状態 をみて,笠 原 さんはあの世か らほほえんでいて くれ てい るの
だ と思 う。
明治大学 も保険学会 も掛替えのない有能 な人材を失 って まことに残念 ではあ
るが,私 た ちは打ち続 く不幸に打ち勝 って努力す る以外,他 に選ぶべ き道はな
い。幸 な ことに,笠 原 さんの恩師 の印南博吉先生は健 在であ り,黒 田泰行,森
宮康,押 尾直志 の保険 グルー プの諸氏 も遺志をついで活躍 中であ る。 最後に笠
原 さん のご冥福 を心か らお祈 り申 し上げ る次第であ る。
